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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成20年7月3日(2008.7.3)

【公開番号】特開2006-23283(P2006-23283A)
【公開日】平成18年1月26日(2006.1.26)
【年通号数】公開・登録公報2006-004
【出願番号】特願2005-146036(P2005-146036)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  19/10     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  19/10    　　　Ｚ
   Ｇ０３Ｇ  15/00    ３０３　

【手続補正書】
【提出日】平成20年5月15日(2008.5.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シート材に含まれている水分量を取得する水分情報取得装置において、
　シート材に外力を付与するための外力付与部と、
　シート材を介して外力を受けるための外力受け部と、
　外力付与部側または外力受け部側の少なくとも一方に位置し、該シート材の機械的特性
を反映した信号を出力するための信号出力部と、
　前記信号出力部からの信号に基づき、該シート材の水分量を取得する水分情報取得部と
、
　を有し、
　前記水分情報取得部は、前記シート材の水分量と前記信号出力部からの信号との関係を
記憶した記憶部におけるデータと、前記信号出力部からの信号とを比較して、前記シート
材の水分量を取得することを特徴とする水分情報取得装置。
【請求項２】
　前記外力付与部は、前記シート材に複数回の外力を付与することを特徴とする請求項１
記載の水分情報取得装置。
【請求項３】
　前記外力受け部と前記シート材との距離を一定にするために、前記シート材の位置を規
定する位置規定手段を有することを特徴とする請求項１記載の水分情報取得装置。
【請求項４】
　前記外力付与部による前記シート材への外力付与によって、前記シート材が撓むことに
より、前記シート材と前記外力受け部とが接触し、前記信号出力部から信号が出力される
ことを特徴とする請求項１記載の水分情報取得装置。
【請求項５】
　前記シート材に対して、衝撃受け部側に設けられている凹部あるいは溝部で前記シート
材は撓むことを特徴とする請求項４記載の水分情報取得装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５の何れか１項に記載の水分情報取得装置と、前記シート材に画像を形成
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するための画像形成部とを備え、前記水分情報取得部からの情報に基づき、前記画像形成
のための条件を定めることを特徴とする画像形成装置。
【請求項７】
　請求項１乃至５の何れか１項に記載の水分情報取得装置と、前記シート材に画像を形成
するための画像形成部と、前記シート材を搬送するための搬送手段とを備え、前記水分情
報取得部からの情報に基づき、前記シート材を搬送するための搬送条件を定めることを特
徴とする画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明に係るシート材に含まれている水分量を取得する水分情報取得装置は、シート材
に外力を付与するための外力付与部と、シート材を介して外力を受けるための外力受け部
と、外力付与部側または外力受け部側の少なくとも一方に位置し、該シート材の機械的特
性を反映した信号を出力するための信号出力部と、前記信号出力部からの信号に基づき、
該シート材の水分量を取得する水分情報取得部と、を有し、前記水分情報取得部は、前記
シート材の水分量と前記信号出力部からの信号との関係を記憶した記憶部におけるデータ
と、前記信号出力部からの信号とを比較して、前記シート材の水分量を取得することを特
徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
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